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公共施設を
市民と共に考える

シンポジウム

　　Ổまちの未来の話をしよう！Ổ
と　き　　月　日臥⚑⚐⚑⚘　　　　　時　分開演ớ　時開場Ờ⚑⚓⚓⚐⚑⚓ところ　さくらぴあ　小ホồル

●
開
会
あ
い
さ
つ
ớ　

時　

分
Ỗ
Ờ

⚑⚓

⚓⚐

●
基
調
講
演
ớ　

時　

分
Ỗ
Ờ

⚑⚓

⚓⚕

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

　

重
要
性
に
つ
い
て

　

早
稲
田
大
学
創
造
理
工
学
部

　

建
築
学
科
教
授　

小
松
幸
夫
さ
ん

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
は
ỏ
市

民
ỏ
自
治
体
職
員
だ
け
で
解
決
で
き

る
問
題
で
は
な
く
ỏ
今
後
ỏ
よ
り
広

く
官
民
連
携
や
官
学
連
携
ỏ
さ
ら
に

は
自
治
体
間
の
連
携
な
ど
の
視
点
が

欠
か
せ
な
い
状
況
で
す
Ố

　

そ
う
し
た
中
ỏ
全
国
的
な
レ
ベ
ル

で
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り

組
ん
で
い
る
小
松
教
授
か
ら
ỏủ
学
Ứ

の
立
場
か
ら
の
知
見
を
紹
介
し
ま
す
Ố

●
事
例
発
表
ớ　

時　

分
Ỗ
Ờ

⚑⚔

⚒⚐

　

佐
倉
市
で
の
公
共
施
設
再
編
の

　

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

Ỗ
目
の
前
か
ら
始
め
た
公
共
Ｆ
Ｍ

　

の
事
例
Ỗ

　

千
葉
県
佐
倉
市
職
員

　

橋
本
直
子
さ
ん

　

自
治
体
で
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
ỏ
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
き

た
千
葉
県
佐
倉
市
Ố
他
の
多
く
の
自

治
体
に
見
ら
れ
な
い
短
期
間
で
の
数

多
く
の
事
例
創
出
は
ỏủ
総
論
Ứ
で
は

な
く
ủ
目
の
前
の
各
論
Ứ
か
ら
逐
次

解
決
し
て
い
く
姿
勢
に
あ
り
ま
し
た
Ố

　

そ
の
千
葉
県
佐
倉
市
の
職
員
か
ら
ỏ

実
践
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を

紹
介
し
ま
す
Ố

●
パ
ネ
ル
デ
ỹ
ス
カ
ỽ
シ
ἀ
ン

　
ớ　

時
Ỗ
Ờ

⚑⚕

　

ま
ち
づ
く
り
と
公
共
施
設

　
Ỗ
公
共
施
設
ử
公
共
サ
ồ
ビ
ス
？
Ỗ

ừ
パ
ネ
リ
ス
ト
Ử

　

早
稲
田
大
学
教
授

　

小
松
幸
夫
さ
ん

　

広
島
修
道
大
学
教
授

　

山
川
肖
美
さ
ん

　

佐
方
ア
イ
ラ
ブ
自
治
会

　

会
長　

重
村
泰
夫
さ
ん

　

廿
日
市
市
副
市
長　

堀
野
和
則

●
申
し
込
み
不
要
・
入
場
無
料

●
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

　このシンポジウムで、公共施設マネジメントについて、第一人者の小松幸夫教授や先進自治体から分かりやすく解説していただきます。　また、これからのまちづくりに視点を置き、公共施設のあり方について、パネリストからご意見を伺います。※このシンポジウムは、全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです問合せ　経営政策課緯運⚙⚑⚒⚗
Profile昭和⚔⚔年大野町役場に入庁。総務部長、助役、廿日市市特別参与、市民部長、教育部長を経て、平成⚒⚔年⚑月から副市長。総務部、分権政策部、自治振興部などを担当。

廿日市市副市長
ほりの・かずのり堀野　和則

Profile約⚓，⚐⚐⚐世帯、約⚗，⚐⚐⚐人から成る佐方アイラブ自治会を平成⚑⚘年に立ち上げる。初代会長に就任。⚒⚔年度から佐方市民センターの指定管理者として運営を任される。

佐方アイラブ自治会
しげむら・やすお重村　泰夫さん

Profile人文学部、ひろしま未来協創センター長兼任。生涯学習や社会教育、経験学習、公民館、地域と大学との連携・協働などを中心に、自治体の支援を行っている。

広島修道大学やまかわ・あゆみ山川　肖美教授
Profile工学博士。新潟大学助教授、横浜国立大学准教授を経て現職。早稲田大学理工学研究所に公共所有不動産の経営研究（MoRE）を立ち上げるなど、自治体を積極的に支援。

早稲田大学こまつ・ゆきお小松　幸夫教授
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市
の
魅
力
や
特
性
ỏ
課
題
ỏ
そ
し

て
社
会
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
ỏ
将
来

ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
く
の
か
ỏ

ま
た
ỏ
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
を
ま
と
め
た
計
画
で
ủ
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
Ứ
と
な
る
も
の
で
す
Ố

　

⚘
月
⚖
日
ỏ
総
合
計
画
の
内
容
を

審
議
す
る
ỏ
第
⚑
回
廿
日
市
市
総
合

計
画
審
議
会
を
開
催
し
ỏ
市
長
か
ら

審
議
会
の
会
長
に 
諮  
問  
書 
を
手
渡
し

し 

も
ん 
し
Ỷ

ま
し
た
Ố

　

審
議
会
の
委
員
に
は
ỏ
公
募
市
民
ỏ

学
識
経
験
者
ỏ
各
種
関
係
団
体
の
代

表
者
な
ど
計　

人
の
皆
さ
ん
に
就
任

⚓⚐

し
て
い
た
だ
き
ỏ
会
長
に 
市  
川  
太  
一 

い
ち 
か
わ 

た 

い
ち

委
員
ớ
広
島
修
道
大
学
学
長
Ờ
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
Ố

　

廿
日
市
市
は
ỏ
海
ỏ
都
市
部
ỏ
中

山
間
地
域
が
あ
り
ỏ
日
本
の
縮
図
の

よ
う
な
場
所
だ
と
思
い
ま
す
Ố

　

近
ご
ろ
ỏ
極
点
社
会
ỏ
消
滅
可
能

性
都
市
と
い
う
言
葉
が
新
聞
紙
上
を

に
ぎ
わ
し
て
い
ま
す
Ố
こ
の
こ
と
は
ỏ

廿
日
市
市
で
も
例
外
で
な
く
ỏ
こ
れ

か
ら
の　

年
ỏ　

年
は
厳
し
い
課
題

⚒⚐

⚓⚐

を
抱
え
て
い
ま
す
Ố

　

そ
う
い
ỳ
た
こ
と
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
ỏ
委
員
の
皆
さ
ん
と
議
論
し
ỏ

総
合
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
Ố

Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ

　

続
い
て
事
務
局
か
ら
ỏ
第
⚖
次
総

合
計
画
の
策
定
方
針
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
Ố

　

委
員
か
ら
は
ỏ
第
⚕
次
総
合
計
画

の
評
価
方
法
や
ỏ
第
⚖
次
総
合
計
画

策
定
に
向
け
て
の
考
え
方
ỏ
地
域
と

の
連
携
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
Ố

　

審
議
会
で
は
ỏ
平
成　

・　

年
度

⚒⚖

⚒⚗

の
⚒
カ
年
で
ỏ
第
⚖
次
総
合
計
画
の

内
容
を
審
議
し
て
い
き
ま
す
Ố

　

⚗
月
下
旬
か
ら
ỏ
高
校
生
や
大
学

生
な
ど
の
若
者
や
地
域
で
活
動
さ
れ

て
い
る
各
地
域
の
住
民
自
治
組
織
ỏ

各
種
団
体
な
ど
ỏ
約　

団
体
を
対
象

⚕⚐

に
市
民
イ
ン
タ
ビ
ỿ
ồ
を
行
い
ỏ
市

の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

想
い
な
ど
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
Ố

　

第
⚖
次
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
ỏ
⚕
月
下
旬
か
ら
⚖
月
上
旬

に
か
け
て
ỏ　

歳
以
上
の
市
民
⚕
⚐

⚒⚐

⚐
⚐
人
を
対
象
に
ủ
ま
ち
づ
く
り
市

　愛着や将来の居住意向に関しては、「愛着がある」「やや愛着がある」と回答した人、「住み続けたい」「当分は住み続けたい」と回答した人が、それぞれ約8割となっています。　また、住みやすさに関しては「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」と回答した人が約7割となっています。
まちづくり市民アンケートの結果（抜粋） 民

ア
ン
ケ
ồ
ト
調
査
Ứ
を
行
い
ỏ
⚒

⚐
⚐
⚘
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
Ố

　

こ
の
ア
ン
ケ
ồ
ト
調
査
で
は
ỏ
廿

日
市
市
の
イ
メ
ồ
ジ
や
魅
力
ỏ
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
質
問
を

行
い
ま
し
た
Ố

Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ
Ổ

　

市
で
は
ỏ
審
議
会
ỏ
市
民
イ
ン
タ

ビ
ỿ
ồ
ỏ
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン

ケ
ồ
ト
な
ど
ỏ
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏

ま
え
ỏ
第
⚖
次
総
合
計
画
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
Ố

　

な
お
ỏ
審
議
会
の
会
議
録ớ
要
点
Ờ

や
ア
ン
ケ
ồ
ト
調
査
結
果
の
報
告
書

は
ỏ
順
次
ủ
広
報
は
つ
か
い
ち
Ứ
や

市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
Ố

第⚖次総合計画を策定しています

　住みやすいまちを目指しỏ市民の皆さんの意見を聞きỏ

　一緒に考えỏこれから　年のủまちづくりの指針Ứをつくります

⚑⚐
経営政策課　緯運9120

廿日市市総合計画審議会 市川会長就任あいさつ
まちづくり市民アンケồト

市民インタビỿồ

■お住まいの地域に将来も住み続けたいと思いますか
どちらともいえない11.4％ 不明1.6％

住み続けたい56.9％当分は住み続けたい　23.0％
転居または転出したい1.4％できれば転居または転出したい5.7％

市長（右）から諮問書を受け取る市川会長（左）

※百分率は、小数点第２位を四捨五入した値で表示しているため、比率の合計が１００％を上下することがあります

総合計画

■お住まいの地域は住みやすいですか
どちらともいえない17.5％

不明2.2％住みやすい38.4％どちらかといえば　住みやすい　　　31.7％
住みにくい　1.9％どちらかといえば住みにくい8.4％

■「廿日市市」に自分のまちとしての愛着がありますか
どちらともいえない11.6％ 不明0.8％

愛着がある53.5％やや愛着がある　28.4％
愛着を感じていない1.4％あまり愛着を感じていない4.2％


